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明
治
大
学
校
友
会
秋
田
県
支
部

の
２
０
１
８
年
度
総
会
が
７
月
７

日
、
秋
田
市
の
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
、
新
支
部
長
に

県
議
会
議
長
の
鶴
田
有
司
氏
（
昭

和
50
年
・
経
営
卒
）
を
全
会
一
致

で
選
出
、
新
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

支
部
長
を
２
期
４
年
務
め
た
加

賀
勝
己
氏
（
弁
護
士
、
同
40
年
・

法
卒
）
は
「
次
の
世
代
に
引
き
継

ぎ
た
い
」
と
し
て
、
相
談
役
に
就

任
し
た
。

新
支
部
長
の
鶴
田
氏
は
就
任
あ

い
さ
つ
で
「
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
明
治
大
学
の
名
を
汚

さ
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
く
。
今

後
は
地
方
か
ら
の
声
を
大
に
し
て

校
友
会
、
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

総
会
に
は
61
人
の
校
友
ら
が
駆

け
付
け
、
こ
の
う
ち
平
成
卒
業
組

が
18
人
出
席
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
ほ
ど
若
手
の
姿
が
目

立
っ
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
荒
川
利

治
・
明
治
大
学
情
報
担
当
常
勤
理

事
は
「
私
は
秋
田
市
生
ま
れ
で
あ

り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
100
％
秋
田
。
今
こ

こ
に
立
て
る
の
は
非
常
に
光
栄

だ
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、
大
学

の
現
状
を
説
明
。「
明
治
大
学
が

な
ぜ
繁
栄
し
て
い
る
か
。そ
れ
は
、

卒
業
し
た
皆
さ
ん
が
社
会
で
活
躍

し
て
い
る
か
ら
だ
」と
強
調
し
た
。

ま
た
山
口
柾
義
・
校
友
会
相
談
役

は
「
秋
田
の
総
会
に
出
席
す
る
の

は
７
回
目
だ
が
、
若
い
人
が
非
常

に
多
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
」

と
率
直
な
感
想
を
述
べ
た
。

続
い
て
２
０
１
７
年
度
の
会
務

報
告
と
決
算
報
告
、
２
０
１
８
年

度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
、

２
０
１
８
―
２
０
１
９
年
度
の
役

員
案
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認

し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会

は
、
恒
例
の
明
大
ク
イ
ズ
選
手
権

大
会
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。
最
後
は
、
今
春
ま
で
応
援
団

で
活
躍
し
て
い
た
佐
山
達
郎
君

（
平
成
30
年
・
政
経
卒
）
の
迫
力

あ
る
指
揮
に
従
い
、
全
員
が
肩
を

組
ん
で
明
治
大
学
校
歌
を
歌
い
上

げ
た
。

う
重
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
豊
富

な
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
説
得
あ

る
語
り
口
で
説
い
た
。

中
村
教
授
は
「
病
院
に
お
任
せ

の
時
代
は
終
わ
っ
た
」
と
述
べ
、

そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
自
分
ら
し

く
暮
ら
す
こ
と
は
病
院
で
は
難
し

い
。
病
院
は
治
療
の
場
で
あ
る
か

ら
だ
」
と
語
っ
た
。
そ
し
て
住
ま

い
や
医
療
、
介
護
、
生
活
支
援
な

ど
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
必
要

性
を
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
、「
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
延
命
処

置
を
し
て
ほ
し
い
か
な
ど
、
元
気

な
う
ち
か
ら
家
族
と
話
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
、「
自
宅

か
施
設
か
の
二
者
択
一
の
時
代
で

は
な
い
」
と
語
気
を
強
め
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
秋
田
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
の
中
村
順
子

教
授
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ

た
＝
写
真
。

演
題
は
「
自
分
ら
し
く
最
期
ま

で
―
人
生
の
幕
の
引
き
方
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
」。
終
末

期
に
お
け
る
療
養
の
在
り
方
と
い

新支部長に選出され、あいさつする鶴田氏

新
支
部
長
に
鶴
田
氏

新
支
部
長
に
鶴
田
氏

��

若
手
の
出
席
目
立
つ

若
手
の
出
席
目
立
つ

県支部総会県支部総会

加
賀
氏
は

加
賀
氏
は

相
談
役
に

相
談
役
に

自
分
ら
し
く

�

〝
最
期
〟ま
で

中
村
教
授
が
記
念
講
演
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秋田県支部役員（2018―2019年度）
相 談 役 太田平八郎（昭和28年・法卒）

大城　石基（同30年・法卒）
加賀　勝己（同40年・法卒）

支 部 長 鶴田　有司（同50年・経営卒）
副 支 部 長 乳井　宏資（同37年・政経卒）

木村　友勝（同39年・農卒）
大地　　進（同52年・政経卒）
佐々木　章（同55年・商卒）
蓮沼千佳子（同57年・文卒）
石川　　聡（同58年・法卒）
相場　　修（同60年・政経卒）
新出　康史（同60年・政経卒）
齋藤　登則（同61年・商卒）
三浦　正博（同62年・商卒）

監 査 委 員 大渕　宏見（同54年・商卒）
大友　　聡（同57年・政経卒）

幹 事 長 大坂　良宏（同52年・経営卒）
事 務 局 長 菅原亀代嗣（同58年・工卒）
事務局次長 加藤　千秋（平成20年・文卒）
幹 事 辻　　昭夫（昭和32年・経営卒）

遠藤　欽一（同35年・法卒）
鶴田　悟一（同37年・経営卒）
三ッ倉和雄（同38年・商卒）
打川　　猛（同39年・農卒）
長門　靖彦（同40年・経営卒）
大津　勝召（同43年・法卒）

幹 事 澤田　祐治（昭和43年・商卒）
菅原　道雄（同44年・経営卒）
松江　正和（同48年・経営卒）
佐々木　満（同52年・商卒）
東海林　洋（同53年・法卒）
進藤　勝実（同54年・商卒）
小林　科樹（同54年・商卒）
小松　　伸（同54年・商卒）
桜庭　　誠（同56年・工卒）
山崎　義裕（同56年・工卒）
打川　　敦（同56年・商卒）
大高　浩和（同59年・商卒）
工藤　千里（同61年・法卒）
平川　利晴（平成  2年・工卒）
遠田　博士（同  2年・経営卒）

私
は
こ
の
度
、
明
治
大
学
校

友
会
秋
田
県
支
部
総
会
に
お
き

ま
し
て
、
支
部
長
に
は
か
ら
ず

も
ご
指
名
い
た
だ
き
、
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
支
部
長
を
務
め
ら
れ
た
加

賀
先
輩
の
あ
と
を
継
ぐ
と
い
う

こ
と
は
、
誠
に
恐
れ
多
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
し
、
荷
が
重
す
ぎ

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。実

は
、
事
前
に
打
診
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
は
横
手

の
人
間
で
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ

以
前
に
支
部
長
と
し
て
力
不
足

で
あ
り
、
そ
こ
は
否
め
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
秋
田
市

に
は
名
だ
た
る
先
輩
が
多
く
お
ら

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
支
部
長
は
秋
田
市
の
方
が

就
任
す
べ
き
も
の
と
い
う
認
識
で

お
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
私
で
良

い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
私
が
在
学
中
の
頃
の
明

治
は
、
古
め
か
し
い
校
舎
に
男
子

学
生
ば
か
り
が
や
た
ら
目
立
つ
、

バ
ン
カ
ラ
風
の
イ
メ
ー
ジ
が
漂
っ

て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近

で
は
、
校
舎
は
瀟
洒
な
建
物
に
建

て
替
え
ら
れ
、
御
茶
ノ
水
界
隈
で

も
特
に
ハ
イ
セ
ン
ス
な
雰
囲
気
に

変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

教
育
方
針
も
、
国
際
化
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
様
変
わ
り
し

て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
女
子
学
生

に
も
人
気
の
垢
抜
け
し
た
大
学
に

大
変
身
を
遂
げ
て
い
ま
す
。ま
た
、

ひ
と
こ
ろ
低
迷
し
て
い
た
大
学
ス

ポ
ー
ツ
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
が
今

春
、
２
０
１
５
年
以
来
公
式
戦
無

敗
の
帝
京
大
学
に
勝
利
し
、
今
年

の
大
学
選
手
権
で
は
20
年
ぶ
り

の
王
座
奪
還
が
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

人
口
減
少
、
少
子
化
の
時
代

に
あ
っ
て
、
各
大
学
と
も
生
き

残
り
を
か
け
た
厳
し
い
時
代
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
、
私
た
ち
は
あ
ら
た
め
て

明
治
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
に
誇

り
を
持
ち
、
さ
ら
な
る
大
学
発

展
に
向
け
て
地
方
か
ら
応
援
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
秋
田
県
支
部
の
皆
さ

ん
の
絆
を
強
く
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

会
員
の
皆
さ
ま
方
と
と
も

に
、
よ
り
良
い
支
部
づ
く
り
を

心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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鶴　

田　

有　

司

鶴　

田　

有　

司

幹 事 川本　英樹（平成  2年・政経卒）
稲葉　　隆（同  3年・農卒）
山本　茂毅（同  4年・法卒）
大関　　衛（同  4年・政経卒）
白川　雅浩（同  4年・商卒）
金子　敬司（同  4年・経営卒）
藤井　裕二（同  5年・農卒）
赤川　早人（同  8年・経営卒）
佐々木　仁（同10年・法卒）
佐々木貴徳（同10年・法卒）
麻木　　仁（同11年・法卒）
加藤　圭輔（同14年・商卒）
奈良田鮎子（同18年・政経卒）
佐々木貴寛（同24年・経営卒）
金子　雄太（同26年・法卒）

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻
✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻
✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻
✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻
✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻
✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻

総会・懇親会に61人
平成卒業が18人も

荒川常勤理事

乾杯の音頭を取る太田氏

全員で乾杯

加賀前支部長

山口校友会相談役
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❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

収支計算書（自 2017年4月1日　至 2018年3月31日）� （単位：円） 収支予算書（自 2018年4月1日　至 2019年3月31日）� （単位：円）

収入の部 予算額 支出の部 予算額
Ⅰ 本部より助成金収入 Ⅰ 事業費
1 支部総会開催通知費 165,000 1 学生表彰費 0
2 支部総会会場費 180,000 2 学生団体助成金 30,000
3 支部運営助成金 218,000 3 地域支部交流費 200,000

4 支部公開講演会費 50,000
5 その他事業費 200,000

Ⅱ 支部会費収入 510,000
Ⅲ 総会費収入 300,000 Ⅱ 広報費
Ⅳ 事業収入 0 1 支部会報発行費 300,000
Ⅴ 寄付金収入 0 2 広報関係費 50,000
Ⅵ 果実収入 1,000 Ⅲ 組織費
Ⅶ 雑収入 70,000 1 地域支部助成金 0

Ⅳ 運営費
1 会議費
(1) 支部総会費 780,000
(2) 役員会費 70,000
(3) 監査委員会費 10,000
(4) 委員会費 10,000
(5) 業務費 30,000
2 事務費 50,000
3 慶弔費 50,000

Ⅴ 積立金 0
Ⅵ 予備費 0

収入合計 1,444,000 支出合計 1,830,000
当年度収支差額 -386,000

前年度繰越収支差額 2,955,936 次年度繰越額 2,569,936
合　計 4,399,936 合　計 4,399,936

収入の部 予算額 決算額 差額
Ⅰ 本部より助成金収入
1 支部総会開催通知費 165,000 177,427 -12,427
2 支部総会会場費 180,000 188,600 -8,600
3 支部運営助成金 218,000 218,000 0
4 支部公開講演会会場費 0 0 0
5 講演会チラシ等作成費 0 0 0

Ⅱ 支部会費収入 510,000 522,000 -12,000
Ⅲ 総会費収入 300,000 290,000 10,000
Ⅳ 事業収入 0 0 0
Ⅴ 寄付金収入 0 0 0
Ⅵ 特別寄付金収入 0 0 0
Ⅶ 果実収入 1,000 530 470
Ⅷ 広報費 0 0 0
Ⅸ 雑収入 70,000 80,000 -10,000
Ⅹ 基金取崩収入 0 0 0
収入合計 1,444,000 1,476,557 -32,557
前年度繰越収支差額 3,083,510 3,083,510 0

合　計 4,527,510 4,560,067 -32,557
支出の部 予算額 決算額 差額

Ⅰ 事業費
1 学生表彰費 0 0 0
2 学生団体助成金 30,000 0 30,000
3 地域支部交流費 200,000 0 200,000
4 支部公開講演会費 0 0 0
5 熊本地震義援金 0 0 0
6 その他事業費 240,000 245,372 -5,372

Ⅱ 広報費 0
1 支部会報発行費 300,000 284,950 15,050
2 広報関係費 60,000 19,147 40,853

Ⅲ 組織費
1 地域支部助成金 0 0 0

Ⅳ 運営費
1 会議費
(1) 支部総会費 700,000 853,257 -153,257
(2) 役員会費 80,000 66,587 13,413
(3) 監査委員会費 10,000 0 10,000
(4) 委員会費 10,000 0 10,000
(5) 業務費 50,000 23,228 26,772
2 事務費 50,000 50,000 0
3 慶弔費 50,000 61,080 -11,080

Ⅴ 積立金 0 510 -510
Ⅵ 予備費 0 0
支出合計 1,780,000 1,604,131 175,869
当年度収支差額 -336,000 -127,574 -208,426
次年度繰越額 2,747,510 2,955,936 -208,426

合　計 4,527,510 4,560,067 -32,557

校友の輪 こんなに広がる校友の輪 こんなに広がる
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人
間
の
五
感
と
は
不
思
議
な
も

の
で
あ
る
。
時
と
し
て
、
遠
い
昔

の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
一
種
の
装

置
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば

味
覚
。
幼
い
頃
に
食
べ
た
駄
菓
子

を
口
に
す
る
だ
け
で
、
瞬
時
に
子

供
の
時
分
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

て
し
ま
う
▼
聴
覚
や
視
覚
も
同
じ

だ
な
ぁ
ー
な
ど
と
感
じ
た
の
は
私

だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
さ
る
７
月

７
日
に
開
か
れ
た
校
友
会
秋
田
県

支
部
総
会
後
の
懇
親
会
で
の
出
来

事
。
今
春
ま
で
応
援
団
で
活
躍
し

て
い
た
佐
山
達
郎
君（
平
成
30
年
・

政
経
卒
）が
学
生
服
姿
で
登
場
し
、

あ
の
明
大
節
を
見
事
に
歌
い
上
げ

た
の
だ
▼
「
こ
こ
は
　
お
江
戸
か
　

神
田
の
街
か
　
神
田
の
街
な
ら
　

大
学
は
明
治
」
―
。
思
わ
ず
皆
が

口
ず
さ
む
。
自
ら
の
青
春
時
代
に

思
い
を
は
せ
る
よ
う
に
。「
あ
あ
、

懐
か
し
い
」
と
涙
ぐ
む
校
友
も
い

た
▼
最
後
は
全
員
が
肩
を
組
み
、

佐
山
君
の
指
揮
で
校
歌
を
斉
唱
。

こ
ん
な
に
盛
り
上
が
っ
た
校
友
会

も
珍
し
い
。
五
感
を
く
す
ぐ
っ
て

く
れ
た
野
村
證
券
秋
田
支
店
勤
務

の
佐
山
君
に
感
謝
、
深
謝
だ
。

（
編
集
担
当
・
大
地
進
）

私
は
現
在
、
政
治
経
済
学
部
の

３
年
生
で
、
体
育
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
特
別
入
試
で
入
学
し
、
体

育
会
と
し
て
の
活
動
を
し
つ
つ
学

業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

当
然
、
一
般
入
試
で

入
っ
て
き
た
大
半
の

学
生
に
比
べ
、
授
業

な
ど
の
理
解
は
大
変

で
は
あ
り
ま
す
が
、

友
人
や
先
輩
の
力
を

借
り
な
が
ら
単
位
の

取
得
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

体
育
会
で
の
活
動

は
、学
生
日
本
一
を
目
標
に
掲
げ
、

週
６
回
、
授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら

３
時
間
前
後
の
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は

現
在
大
学
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
関
東
１

部
リ
ー
グ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
４

月
に
行
わ
れ
た
春
季
関
東
１
部
リ
ー

グ
で
は
、
12
チ
ー
ム
中
６
位
と
パ
ッ

と
し
な
い
結
果
で
し
た
。

し
か
し
、
明
大
バ
レ
ー
部
の
大
き

な
特
徴
で
も
あ
る
学
生
主
体
の
チ
ー

ム
づ
く
り
の
も
と
、
選
手
た
ち
自
身

で
チ
ー
ム
が
勝
つ
た
め
の
意
見
を
出

し
合
い
、
行
動
に
移
し
、
チ
ー
ム
力

の
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
こ
と
が
実
を
結
び
、
先
日
行
わ
れ

た
東
日
本
イ
ン
カ
レ
で
は
５
年
ぶ
り

の
入
賞
と
な
る
、
３
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

明
大
バ
レ
ー
部
な
ら
で

は
の
学
生
主
体
の
体
制
は
、

単
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技

術
向
上
だ
け
で
な
く
、
自

主
性
、
協
調
性
な
ど
の
人

間
性
の
部
分
で
も
他
大
学

よ
り
成
長
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
明
大
生
と
し
て
の
看

板
を
背
負
い
活
躍
す
る
こ
と
は
、
と

て
も
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

明
大
は
私
た
ち
体
育
会
の
学
生
も

含
め
、
す
べ
て
の
学
生
を
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
が
整
っ

て
お
り
、
今
後
大
学
を
出
て
か
ら
も

万
全
の
準
備
を
し
て
社
会
に
出
て

活
躍
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
の
大
学

関
係
者
の
支
え
が
あ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

な
の
で
、
残
り
の
学
生
生
活
も
そ

ん
な
明
大
な
ら
、
も
ち
ろ
ん
両
親

を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
に

感
謝
し
つ
つ
、
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。（
政
治
経
済
学
部
３
年
・
体

育
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
）

寄稿・投稿

編
集
後
記

編
集
後
記

（
明
治
大
学
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

◆
東
京
六
大
学
野
球
で
星
野
仙
一

氏
追
悼
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
＝
東

京
六
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
で

明
治
大
学
の
今
季
初
戦
と
な
っ
た

４
月
21
日
の
東
大
戦
で
は
、
試
合

前
に
体
育
会
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
で

あ
る
星
野
仙
一
氏
（
１
９
６
９
年

政
治
経
済
学
部
卒
）
の
追
悼
セ
レ

モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
チ
ー
ム
の
関
係
者
や
ス
タ
ン

ド
の
観
客
が
見
守
る
中
、
神
宮
球

場
の
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
星

野
氏
の
現
役
時
代
か
ら
監
督
時
代

ま
で
の
雄
姿
が
映
し
出
さ
れ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
は
両
チ
ー
ム
の
選
手

が
整
列
し
、
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。

◆
明
治
大
学
体
育
会
ラ
グ
ビ
ー
部

が
関
東
大
学
春
季
大
会
（
Ａ
グ

ル
ー
プ
）
で
初
優
勝
し
ま
し
た
＝

明
治
大
学
体
育
会
ラ
グ
ビ
ー
部
は

６
月
３
日
、
明
大
八
幡
山
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
た
関
東
大
学
ラ
グ

駿
台
ア・ラ・カ
ル
ト

駿
台
ア・ラ・カ
ル
ト

ビ
ー
春
季
大
会
Ａ
グ
ル
ー
プ
第
６

週
目
で
大
東
文
化
大
と
対
戦
し
、

80
―
14
で
勝
利
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
春
季
大
会
初
優
勝
を
決
め

ま
し
た
。（
中
略
）

　
今
年
の
春
季
大
会
で
は
、
初
戦

で
帝
京
大
学
を
17
―
14
で
破
る

と
、
勢
い
そ
の
ま
ま
に
東
海
大
学
、

流
通
経
済
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学

に
勝
利
し
、
同
グ
ル
ー
プ
５
戦
全

勝
。
２
０
１
２
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
同
大
会
で
初
め
て
の
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。
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明
大
の
看
板
背
負
っ
て

�
小　

松　

一　

哉

〒
０
１
０
―
０
９
６
６

　

秋
田
市
高
陽
青
柳
町
17
―
45　

　

㈱
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
内

　

大
坂　

良
宏　

Ｔ
Ｅ
Ｌ�

０
１
８
―
８
６
２
―
４
３
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ�

０
１
８
―
８
６
２
―
８
７
３
６

校
友
会
秋
田
県
支
部
の

事
務
局
が
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た

スパイクを打つ筆者


